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論文の内容の要旨
データベース分野ではデータベースの設計結果を適当な表現方法を定めて2次元のスキーマ図として描くことが
頻繁に行われる。図として描かれるものは主に実体型あるいはクラスというモデル構成物を表現した長方形とそ
れらの問に存在する参照関係を表現した有向線である。データベースの設計結果は精密にはデータ定義言語によ
り余すところなく表現されるが，言語の形態を取った設計結果は人間にとって直観的ではなく理解に時問が掛か
り従って重要な設計ミスを迅速に指摘することが出来にくい。
本論文はこのスキーマ図について徹底した研究並びに実装を行ったことの報告である：
一つは（関連論文の最初のものに対応）スキーマ図を入力する手段の実装であって，ディスプレイ端末に向かっ
た利用者がマウス等の入力補助手段を用いてスキーマ図を作成するのを支援する（712Sche㎜a　Bui1der）。ここ
ではスキーマ図は精粗2段階に構成することが可能であり，粗い単位で，しかもディスプレイの画面の面積はあ
まり使用せず，表示を行うものと，データ定義言語で記述するのと殆ど同程度の精密な程度で，しかしディスプ
レイの画面の面積は精密さに合わせて多く使用する細かい単位の表示を行うものの2種類がある。同時に精から
対応する粗へ精密度を下げながら全体の鳥鰍を可能にするように移行し，逆に粗から対応する精へ精密度を上げ
ながら細部の詳細を見るように移行することが可能である。精密度を精粗2段階設ける表示方法は過去に類似の
ものをなしとする訳ではないが先行業績では両者の表示（特に細部の表示）に等しく図を使用するものはなく本
論文で試みたものが最初である。
　もう一つは逆にスキーマ図をデータベース定義から自動的に表示する方式の実装である。スキーマ図は通常は
上で述べたように設計者がなるべく利用者に理解しやすいように配置するが，その基準は特になく実際上世に現
れるスキーマ図は設計ごとにまちまちである。教科書でもこのことを論じているものは存在しない。
　現実の企業においては規模の大小にも依存するが，企業全体の活動を示すクラスの数は数百個のオーダーにの
ぼる（ちなみにオブジェクト指向システムのクラスライブラリTCLにおいてはその数は73である。なおこの
数は業務が複雑になるとその分だけ増える傾向がある）ためクラスの標準的な配置が機械的に定まることには大
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きな意義がある。
　本論文はまず2次元図のどのマス目に配置するかと言うことに関しては経験者のノウハウに従い，マス目（著
者はこれをDCAと呼ぶ）への配置が定まったクラスの図的な表示はグラフの表示理論の応用によって自動的に
描画することによって設計の受け渡し，利用者聞のコミュニケーションのための標準的なスキーマ図生成方法を
明らかにした。
　そのために著者はPLAN－DBという商業的な方法論で採用されているクラスの配置方法をモデル化し経験者の
ノウハウを段階的にデータベースに蓄積するメカニズムを提案する（3章）。そのために図のデータベース内で
の構造を定め（4章），メタデータベースに蓄積されているデータベース定義を抽出しマス冒に割り付ける手順
を明らかにする（5章）。6章でクラスの具体的な表示方法について述べたあとに7．1でグラフ理論を応用し
て人問が持つ美的な感覚をノードの配置の制約として実現する方法について理論的な議論をする。例えばグラフ
の大きさを最小限にするためにrank　assign㎜entの問題を考え，交差する線の数を減らすためにnodeの配置問題
を考える。一般的なグラフの表示理論は数多くあるが，スキーマ図という目的にあったものは存在せず著者は独
自の考察を行わねばならない。つまり著者の試みているグラフの表示はノードがマス目の申からはみ出さないと
いう制約が存在するために既存の理論はそのままの形では使用できない。著者はその問題を解決するためにマス
目の代わりに特殊なノードと辺を追加する。そして，それらを追加したグラフでも既存のアルゴリズム（Ga醐蝋
のアルゴリズム）の適応条件を満たすことを証明した。
審査の結果の要旨
　スキーマ図について入力，自動出力の両面にわたってもれない議論が行われる。特に自動生成については従来
行われていない考察を行った。理論的および実務的にも意味のある業績である。
　よって，著者は博士（心理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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